
学びに
イノベーションを起こす



職場の学習は
変わる必要がある

のラーニングの専門家が
2020年には、我々が予想もつかないような
学びをしているだろうと回答。

「Learners of Future」ATD Research Report 2015

60％



学習についての真実①
人の集中力には限りがある
・忙しすぎる
・会社の教育に不満
・職場より個人学習
・研修だけでの効果に頭打ち
・忘却曲線記憶には限界



学習についての真実②
どんな人でも必ず忘れる

■「反転学習」により認知科学に
基づいた最も効果的な教育を提供可能です

50
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1時間 24時間 1週間

トレーニング後の記憶
時間(分)

注意の量

十分な注意を
払えなくなっている



学習についての真実③
みんなどこで学んでいるの？

37分 3時間
1週間あたり 1週間あたり

社内研修
自立的な学習



学習についての真実④-1
従業員は周りから学ぶ ■従業員達の学びの仕方（％）

Research Report by Degreed 2016



学習についての真実④-2
従業員は周りから学ぶ

7

70%
仕事経験

20%
他者との関わり

10%
公式の学習

Experiential LearningSocial LearningFormal Learning

70：20：10 の法則
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【まとめ】学習についての真実
既存の教育ではカバーしきれない
１）人の集中力には限りがある

２）どんな人でも必ず忘れる

３）学ぶ場所が変わってきている

４）70:20:10の法則
人材育成部門が提供する従来の仕組みでは、今日の活発な働き方に対応できないのです。

会社が提供しているトレーニングや能力開発機会を推奨している人は、たった18％しかいません。

従業員が会社の
システムを使うのは

4ヶ月に
1回のみ



ではどんな学びが良いか？
どんな教育が会社を強くするか？
どこに投資すればよいか？

QRコードを
読み込んで
あなたの意見を
教えてください
。



解決策①従業員にとって学びやすい環境を作る
どんな状態でも学べる環境を作る
■いつでも、どこでも、忙しくても学びたくなる、モバイルツールやテクノロジー



解決策②従業員同士で勝手に学び合うしくみ

現場にあるノウハウは、
従業員同士の学び合いが最も効果が高い
■P2Pラーニングの支援事例



解決策③組織学習をファシリテートする
どんな経験をさせてあげられるか？が大切
大切なのは何かを教えるのではなく、皆の学習をどうデザインするか？

インストラクショナルデザインではなく、
エクスペリエンスデザイン。
学びはEventからJourneyへ



【まとめ】どんな学びが良いのか？解決策
これらを実現できるのはラーニングテクノロジーです

１）従業員にとって学びやすい環境を作る

２）従業員同士で勝手に学び合うしくみ

３）組織学習をファシリテートする



その根拠として
ハイパフォーマーはテクノロジーを使っている

ハイパフォーマーは新技術を適用している
HRD部門はビジネス課題解決に新技術を利用

HRD部門は人材開発に学習の新技術を利用

Learners of the future, ATD research report 2015



2020年の職場での学習は？
ブレンド学習が主流になり、その形態はマイクロラーニング

Learners of the future, ATD research report 2015

「ブレンド学習が主流になる」
と回答した人の

70%が
マイクロラーニング

その形態は
と回答



UMUマイクロラーニングプラットフォームが解決します。



１）マイクロラーニング
２）ブレンドラーニング
３）ソーシャルラーニング

大切なキーワード

マイクロラーニングが最適
・４分以上のビデオを見ない
・反転学習
・どこでも学べる
・誰もが発信者になれる



UMUにできること



UMUにできること①
コンテンツの整理-1

・調理動画
・社内マニュアル動画
・社長からのメッセージ（ビジョン・理念）
・各店舗での成功事例（自分でマニュアルを作成）

UMUトップページイメージ
接客マニュアル

代表メッセージ

代表取締役社長竹市克弘

ブロンコビリー

調理マニュアル(ステーキ編) 調理マニュアル(ハンバーグ編)

企業理念 こだわりのご飯の炊き方 最新情報

各店舗での成功事例 接客事例 印象が良い陳列とは

Enterprise UMU Pro



UMUにできること①
コンテンツの整理-2

代表取締役社長竹市克弘

代表メッセージ

目標を宣言 研修生ディスカッション

最新情報

１

２ ３ ４

５

１ 研修を受ける前に代表者からメッセージ

２ 自己紹介、今持っている課題を
受講者同士で共有

３ なぜ研修を受ける意味を認識
目標を宣言してもらう

４ 研修生同士で学びを共有

５ 事務局へのお問い合わせ窓口設置

Enterprise UMU Pro



UMUにできること②
動画＋テスト＋アンケートなどを簡単にコース化-1

コース内一覧 スマートフォン操作画面 PC操作画面

Enterprise UMU Pro



UMUにできること②
動画＋テスト＋アンケートなどを簡単にコース化-2

画像をクリックすると、アンケート作成方法の動画をご覧いただけます

Enterprise UMU Pro



UMUにできること③
研修と研修の間を埋める

Enterprise UMU Pro



UMUにできること④
勝手に学び合う仕組み

ディスカッション機能はこちらの動画をごクリック

Enterprise UMU Pro



UMUにできること⑤
受講生管理-1

全コースの進捗状況 個人の受講状況

テストやアンケートの結果もエクセルデータでダウンロード可能です。

Enterprise UMU Pro



UMUにできること⑤
受講生管理-2

・期限の設定が可能です

・青：未完了
・赤：期限切れ
・緑：完了

「受講タスク」で受講生に課題を割り振ることができます。
Enterprise UMU Pro



UMU プラン・機能一覧



UMU活用の具体的事例 / 全体図研修事業の場合

事前 集合研修 事後
基礎知識 発展応用 定着

テクノロジーが効果的な反転学習を可能にします

動機付け、興味
事前知識を高める

関与意識、参加意識を高める
双方向トレーニング

記憶忘却曲線に
アプローチ

コマーシャル・事前アセスメント
事前学習・レポート・アンケート

インタラクティブ セッション
事前アンケートの結果について

テスト・課題・サポート
フィードバック



UMU活用の具体的事例 / EXX 株式会社研修事業の場合

事前・事後に学習をUMUでフォローする

知識を深める。
自分に合う、マイクロコンテンツを選び、学ぶ。



UMU活用の具体的事例フォーラムの場合

会場にいる全員の意見を収集し、参加意識を高める。



UMU活用の具体的事例キャンペーンの場合

キャンペーンに参加したくなるような仕掛けを
デザインすることができる。



UMU活用の具体的事例マイクロラーニングの場合

研修の内容をコース一覧にする

ブレンドラーニングを可能に。
集合研修以外の時間でも、学習者をサポート。



Global User
世界中の企業・団体や講師・トレーナーが利用しています



国内ユーザー / パートナー



UMUとは？
・U（You）M（Me）U（Us）の略
誰もが学習の主人公であり、それをつなげるイメージとして
UMUという言葉をつくりました。

・キリンのロゴ
キリンは首が長いので、お腹いっぱい食べるには時間がかかります。
同様に、人が人生の収穫を得るには、早くから学ぶ必要があります。
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UMUに関するキーワード
コラボレイティブ
ラーニングマイクロラーニングブレンドラーニング

インフォーマル
ラーニング 反転学習

（フリップラーニング）

働き方変革
（ワークスタイル変革）

自立学習学ぶ組織
（カルチャーオブラーニング）

36



「学習する組織」カルチャーオブラーニングの活性化
UMUの得意なこと①

１）組織内の誰もが主体的に学習に参加するようになる。
２）ノウハウや知識の承継が自動化される。
３）共に学ぶカルチャーが形成され「学習する組織」としての好サイクルが回り始めます。

トレーナー 講師

上司

同僚部下

学習する組織
全員が先生になり、教え合う
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70%
仕事経験

20%
他者との関わり

10%
公式の学習

Experiential LearningSocial LearningFormal Learning

70：20：10 の法則

UMUの得意なこと②
インフォーマルラーニングの活性化
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マイクロラーニングを中心とした「ブレンドラーニング」
UMUの得意なこと③

オフライン オンライン

BLEND
LEARNING
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マイクロラーニングを中心とした「ブレンドラーニング」

事前 集合研修 事後
基礎知識 発展応用 定着

UMUの得意なこと③

テクノロジーが効果的な反転学習を可能にします

動機付け、興味
事前知識を高める

関与意識、参加意識を高める
双方向トレーニング

記憶忘却曲線に
アプローチ
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UMUは組織学習の効果を最大化します
集合研修 ライブ授業 予復習

先生のメリット
・様々なインタラクティブツールが
授業の質を高めてくれる
・配信が簡単
・学習者管理が簡単

学習者のメリット
・いつでもどこでも学習できる
・他の人の意見を知ることができる
・楽しく学習に参加できる

オンライン学習
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